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小荒島岳から見た荒島岳 

 

        明日登る予定だったのを天候が気になって、一日早

めることにしたのが良かった。雨（雪）に降られることもなく、無事

山行を終えることが出きました。新雪の中を歩きましたが、「雪山登

山であることを意識して慎重に登る事が大事である」とあらためて感

じました。荒島岳は別名「大野富士」と呼ばれていて、どっしりとし

た良い山だと思います。 

景色は曇り空ではあったが白山、経ヶ岳など近くの山々は良く見えてい

る。30分程休憩しながら腹ごしらえをする。下山は登ってきた道をその
まま下って行く。急斜面の尾根は慎重にゆっくりと下る。ここを過ぎる

と緩やかな登山道となりシャクナゲ平を過ぎ小荒島岳分岐、ひえ畑を通

過、雪もなくなりひたすら下って登山口駐車場に到着した。車で帰る途

中 R158沿いにある九頭竜温泉「平成の湯」で汗を流して帰路に着いた。

       刈谷を早朝４時に出発、豊田南から高速に入り土岐経由で東海北陸道を走り白鳥 I・Cから R158
で荒島岳「中出コース」登山口に向かう。登山口駐車場には７時頃到着、整備された大きな駐車場で案内板も

新しくて、まだ出来たての駐車場のようである。準備をして出発、林道を歩いて行くと登山口の道標が見えて

きた。ここから登り始める。緩やかな登りで、ゆっくりと杉林の中を進むとやがて広葉樹の景色になる。木の

葉は落ちて枝だけが残っているが、この無数に見える木立の景色が妙に季節を感じさせる。登山道を歩いて行

くと時々道標が目に入るがその名前が面白い。「雨降り展望台」とか「おおこば展望台」とか書かれているが

意味が判らないので気になって仕方がない。そのうち登山道には雪が見え始めて、やがて「ひえ畑」に到着。

この辺りまでくると足元の雪も深くなってきた。踏み跡もあり、その上を踏みながら歩いて行く。「この先の

積雪はどんなんかな？」と思いながら歩いていたら、小荒島岳への分岐に到着。ここからすぐの所に小荒島岳

があるので寄ってみると、荒島岳がとても綺麗に見えた。再び分岐に戻り荒島岳を目指す。この先はシャクナ

ゲ平を越えて鞍部に下りそこから斜面を登って行く。だんだんと積雪も多くなってきたが踏み跡がしっかりと

残っておりその上を歩いて行く。最後の急斜面を登りきるとその先に頂上が見えてきた。到着である。頂上に

は、まだ新しい祠と道標、方位盤が設置されていた。見ると今年の 5 月に建造されたものである。頂上からの
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荒島岳 


